
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

港
新
聞
８
面

０
６
１
５
０
８

井

藤

口

奥

●
交
通
科
学
博
物
館

ブ

ル
ー
ト
レ
イ
ン
い
ま
む
か
し

一
九
五
〇
年
代
に
デ
ビ
ュ
ー

し
て
一
世
を
風ふ

う

靡び

し
、
今
も
活

躍
す
る
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン

写

真
は

日
本
海

の
歴
史
を

ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
や
車
両
模
型
な

ど
で
辿
る
。
九
月
九
日
ま
で

モ
デ
ル
シ
ッ
プ
友
の
会

作
品

展

紙
類
だ
け
で
制
作
し
た

緻
密
な
船
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
作
品
を
一
堂
に
。
南
極
観
測

船
、
消
防
艇
、
客
船
、
貨
物
船

な
ど
約
二
十
点
。
七
月
一
日

八
月
二
十
五
日

十

十
七

時
入
館
、
月
曜
休
館
（
祝
日
な

ら
開
館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜
も

祝
日
な
ら
振
替
休
な
し
）
。
高

校
生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中

学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す

ぐ
。
六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
４
０
回
定
期
演

奏
会

古
典
ス
タ
イ
ル
を
模

し
た
二
十
世
紀
ロ
シ
ア
の
巨
匠

の
二
作
品
を
中
心
に
、
カ
ラ
フ

ル
で
室
内
楽
的
な
作
品
を
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
。
様
々
な
ス
タ
イ
ル

が
現
れ
る
実
験
的
な
作
品
か
ら

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
妙
を
楽
し
め

る
。
指
揮
は

様
々
な
声
部
を

際
立
た
せ
、
作
品
を
立
体
的
に

響
か
せ
る

と
注
目
の
若
き
俊

英
、
阪ば

ん

哲て
つ

朗ろ
う

写
真
右
。
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
は
小
澤
征せ

い

爾じ

も
絶
賛

す
る
注
目
株
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ラ
・
ス
ム

写
真
左
。
演
奏
曲

目
は

ミ
ヨ
ー
‥
屋
根
の
上
の

牛
作
品

ブ
ル
ッ
フ
‥
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
１
番
ト
短

調
作
品

プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

‥
古
典
交
響
曲
作
品

ス
ト

ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
‥

プ
ル
チ

ネ
ル
ラ

組
曲
。
七
月
二
十
七

日
（
金
）
十
九
時
か
ら
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（

福

島
駅
歩
七
分
）
で
。
十
八
時
四

十
分
か
ら
指
揮
者
プ
レ
ト
ー

ク
。

五
千
円
、

四
千
円
、

三
千
円
、
学
生
千
円
。

六

五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

夏
の
こ
ど
も

か
い

人
形
劇

ぐ
り
と
ぐ
ら

の
か
い
す
い
よ
く

な
ど
港
子

ど
も
劇
場
に
よ
る
楽
し
い
催

し
。
七
月
七
日
（
土
）
十
時
半

十
一
時
半
に
港
区
民
セ
ン
タ

ー
二
階
会
議
室
で
（
当
日
先
着

順
）

お
た
の
し
み
会

幼
児

を
対
象
に
毎
週
水
曜
十
五
時
半

十
六
時
。
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
紙
芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
、
手
遊
び
な
ど
。
申
込
不
要

あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
た
の
し
み

会

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
を
対

象
に
毎
月
第
一
金
曜
十
一
時

十
一
時
半
。
赤
ち
ゃ
ん
が
絵
本

に
親
し
め
る
よ
う
工
夫
。
申
込

不
要

ミ
ニ
図
書
展
示

愉た
の

し

い
節
電

電
力
不
足
が
予
想

さ
れ
る
夏
に
向
け
、
家
庭
や
学

校
や
会
社
で
役
立
ち
そ
う
な
本

を
展
示
。
六
月
一

三
十
日

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

阿
波
踊
り
体
験
講
座

オ

ー
ク
弁
天
寄
席

二
百
回
突
破

を
記
念
、八
月
十
九
日
の
オ
ー

ク
弁
天
寄
席
納
涼
ス
ペ
シ
ャ
ル

阿
波
踊
り

に
向
け
て
笑
福
亭

学が
っ

光こ
う

、旭
堂
南な

ん

鱗り
ん

ら
は
な
し
か

連れ
ん

が
講
師
と
な
っ
て
楽
し
く

教
え
る
。
六
月
二
十
三
日

八

月
四
日
の
隔
週
土
曜（
全
四
回
）

十
八
時
半

二
十
時
。
料
金
二

千
円
。
定
員
先
着
二
百
人
。
申

込
は
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
来

館
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
、

六
五
七
七

一
四
三
三
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
懐
か
し

の
名
画
劇
場

雨う

月げ
つ

物
語

監
督
は
溝
口
健
二
。
出
演
は
京

マ
チ
子
、
森
雅
之
他
。
一
九
五

三
年
・
大
映
。
七
月
十
三
日

（
金
）
十
四
時

。
協
力
金
百

円

同
セ
ン
タ
ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇
（
入
舟
公
園
隣
）
。

問
合
せ
は

六
五
七
二

〇
〇

二
〇

大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
会
港
区
支
部
協
議
会
へ
。

●
華か

墨ぼ
く

会

水
墨
画
展

水

と
墨
だ
け
で
自
然
の
奥
行
き
や

色
彩
を
表
現
す
る
水
墨
画
。
本

場
中
国
出
身
の
毛も

う

小し
ょ

華う
か

さ
ん
が

指
導
す
る
天
保
山
・
南
市
岡
教

室
の
生
徒
作
品
を
一
堂
に
。
講

師
作
品
も
。
六
月
十
一

二
十

八
日
の
九
時

十
七
時
半
に
港

区
役
所
内
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
。

〇
九
〇
・
二
一
九
五
・

四
四
七
九
（
毛
講
師
）
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

市
岡
在
住
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・
松
浦
由
美

子
さ
ん

写
真

主
宰
の
音
楽

喫
茶
。
毎
月
様
々
な
企
画

松

浦
由
美
子
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
百
物

語

七
月
二
十
二
日
（
日
）

十
五
時
か
ら
藤
田
稔
の
ピ
ア
ノ

で

ガ
ッ
ト
ネ
ロ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
カ
フ
ェ

七
月
六
日
（
金
）

十
九
時
か
ら
兵
庫
県
立
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
で
宮
崎
剛
（
ピ
ア

ノ
・
音
楽
監
督
）
ら
が
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
や
日
本
の
歌
を

天
王

寺
区
上
本
町
六

二

三
七
、

地
下
鉄
谷
町
九
丁
目

、

六

七
六
七

〇
〇
一
二
。

●
風ふ

う

庵あ
ん

近お
う

江み

の
麻

展

丈

夫
で
吸
水
・
発
散
性
に
優
れ
て

い
る
こ
と
か
ら

夏
の
繊
維

と
も
呼
ば
れ
る
麻
。
琵
琶
湖
の

風
土
を
い
か
し
た
麻
で
作
っ
た

タ
オ
ル
、バ
ッ
グ
な
ど
を
展
示
。

六
月
一
日

八
月
三
十
一
日
の

十
時
半

十
八
時
に
画ぎ

ゃ

廊ら
り

喫ー
か

茶ふ
ぇ

風
庵

（
繁
栄
商
店
街
、

四
九
六
五

五
九
八
二
）
で
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

ロ
シ
ア

・
ソ
ビ
エ
ト
映
画
祭

永
遠

の
ベ
ス
ト
ワ
ン
作
品

戦
艦
ポ

チ
ョ
ム
キ
ン

か
ら
文
芸
超
大

作

戦
争
と
平
和

写
真
、

現
在
を
代
表
す
る
ソ
ク
ー
ロ
フ

作
品
ま
で
、
世
界
で
評
価
さ
れ

て
き
た
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
映

画
の
歩
み
を
大
回
顧
。
大
阪
で

は
過
去
最
大
規
模
の
三
十
二
作

品
を
六
月
九
日

七
月
十
三
日

に
。
上
映
作
品
は
他
に

カ
ラ

マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟

ア
ン
ナ
・

カ
レ
ー
ニ
ナ

落
葉

希
望
の

樹

戦
場
の
ロ
マ
ン
ス

白
い

鳩

か
も
め

リ
ア
王

マ
リ
ア

ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫

人

等
。
当
日
一
般
千
四
百
円
。

上
映
時
間
な
ど
詳
細
は
同
館

（
地
下
鉄
九
条

出
口
歩
三
分
、

六
五
八
二

一
四
一
六
）へ
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
代
筆
し
ま
す

手
紙
案
内

報
告

宣
伝

司
会
等
の
文
案
。

自
分
史
社
史
等
の
聞
き
書
き
。

新
聞

広
報

書
籍
等
の
取
材

編
集
。

６
５
７
１
・
４
６
３

６
港
新
聞
飯
田
編
集
事
務
所
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
５

位
ま
で
伸
び
る
ハ
シ
ゴ

を
格
安
で

０
９
０
・
５
８

９
８

１
９
４
５
セ
ツ
。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
４
０
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

ロ
シ
ア

・
ソ
ビ
エ
ト
映
画
祭

（
上
段

に
案
内
）招
待
券
ペ
ア
２
組
に
。

●
ご
く
ら
く
と
ん
ぼ
一
座

季

節
は
ず
れ
の
花

（
６
面
に
案

内
）
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
青
木
美
香
子

サ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト

（
６
面
に
案
内
）
招

待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

中

う

が

く

み

こ

）（
弁
天

）

う

が

く

み

こ

）（
弁
天

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

焼
け
野
原
に
な
り
、
や
が
て
夏

に
な
り
ま
し
た
。八
月
十
五
日
。

正
午
に
天
皇
陛
下
か
ら
直じ

き

々じ
き

の

呼
び
か
け
が
あ
る
と
言
う
の

で
、
皆
で
三
先
小
学
校
へ
走
り

ま
し
た
。
校
庭
の
ラ
ジ
オ
か
ら

流
れ
る
天
皇
陛
下
の
声
は
聞
き

取
り
に
く
く
、
意
味
も
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
（
つ
づ
く
）

の
焼
夷
弾
攻
撃
に
懸
命
の

消
火
活
動
を
す
る
人
々
（
昭
和

年
６
月
１
日
、
大
阪
）

は
築
港
か
ら
夕
凪
辺あ

た

り
ま
で
西

半
分
が
炎
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
空
襲
で
は
機
銃
掃
射
の

恐
怖
が
鮮
明
で
す
。
グ
ラ
マ
ン

な
ど
の
米
軍
機
が
電
車
道
の
方

角
か
ら
、
電
線
よ
り
少
し
上
く

ら
い
！
の
超
低
空
で
飛
ん
で
来

る
と
、
警
防
団
の
人
が

伏
せ

ろ
！

家
に
入
れ
！

な
ど

と
叫
び
ま
す
。
が
、
逃
げ
る
間

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
十

ほ
ど

前
の
道
路
が
弾
丸
で
弾は

じ

け
、
煙

が
立
ち
ま
し
た
。
隙す

き

を
見
て
家

に
駆
け
込
む
と
、
知
ら
な
い
人

が
い
て
、
空
襲
が
過
ぎ
る
ま
で

一
緒
に
潜ひ

そ

ん
で
い
ま
し
た
。

◆
ラ
ジ
オ
か
ら
天
皇
の
声
が

こ
う
し
て
港
区
は
す
っ
か
り

げ
で
男
女
の
区
別
も
つ
か
な
い

遺
体
が
大だ

い

八は
ち

車ぐ
る

にま

乗
せ
ら
れ
、

電
車
道み

ち（
み
な
と
通
）の
方
へ
引

か
れ
て
い
く
光
景
で
し
た
。
あ

る
車
に
は
五

六
体
が
、
別
の

車
に
は
数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の

遺
体
が
山
積
み
に
な
り
、
そ
の

中
か
ら
、ま
だ
息
が
あ
る
の
か
、

殺
し
て
く
れ

と
叫
ぶ
男
の

人
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
そ

ん
な
地
獄
の
よ
う
な
有
様
を
見

て
、
ど
こ
か
の
お
ば
さ
ん
が
腰

を
抜
か
し
て
い
ま
し
た
。

◆
米
機
に
逃
げ
る
間
な
く

こ
の
三
月
空
襲
の
記
憶
も

生な
ま

々
し
い
六
月
一
日
、
今
度
は

白
昼
、
焼
け
残
っ
て
い
た
大
阪

港
沿
岸
部
が
襲
わ
れ
、
港
区
で

懐
中
電
灯
だ
け
。
爆
撃
が
過
ぎ

る
ま
で

怖
い
、
怖
い

と
た

だ
震
え
て
い
ま
し
た
。
壕
の
中

に
は
食
糧
も
水
も
な
く
、
喉の

ど

が

か
ら
か
ら
に
乾
い
て
と
て
も
辛つ

ら

か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

◆
地
獄
の
よ
う
な
光
景

翌
日
、
辺あ

た

り
一
面
は
焼
け
野

原
で
中な

か

町
会
全
滅
！
な
ど
の

声
が
飛
び
交か

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
焼
け
残
っ
た
杉

村
倉
庫
か
ら
、ど
う
い
う
訳
か
、

大
量
の
砂
糖
が
ど
ろ
ど
ろ
と
流

れ
出
て
い
ま
し
た
。
食
糧
難
の

折
、
砂
糖
は
と
て
も
貴
重
だ
っ

た
の
で
、
皆
が
我わ

れ

先さ
き

に
拾
い
に

走
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
、
黒
焦こ

◆
真
っ
暗
な
壕
の
中
で

一
方
、
私
た
ち
が
退
避
し
た

防
空
壕
は
、
今
の
夕
凪
交
差
点

か
ら
港
南
中
ま
で
の
途
中
に
今

も
あ
る
中
本
酒
店
か
ら
市
岡
側

へ
少
し
入
っ
た
所
に
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
の
穴
と
い
っ
た
感
じ

で
、
細
長
く
て
天
井
が
低
く
、

真
っ
直
ぐ
立
つ
こ
と
も
で
き

ず
、
そ
ん
な
中
に
ほ
と
ん
ど
女

性
ば
か
り
十
人
以
上
が
ひ
し
め

き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

入
り
口
付
近
に
い
る
と

奥

へ
入
り

と
言
わ
れ
、
入
口
を

閉
め
る
と
真
っ
暗
で
、
灯あ

か

り
は

（
前
号
あ
ら
す
じ

太
平
洋
戦

争
深
ま
る
中
、
母
や
弟
妹
は
疎

開
し
、
長
女
で
十
代
の
私
は
旧

夕
凪
で
父
や
長
妹
と
食
糧
難
に

耐
え
な
が
ら
暮
ら
し
た
。
戦
局

は
次
第
に
悪
化
、
昭
和
二
十
年

三
月
の
大
空
襲
で
我
が
家
はし

焼ょ
う

夷い

弾だ
ん

の
直
撃
を
受
け
た

）

父
は
私
た
ち
を
壕ご

う

へ
放
り
込

む
と
、す
ぐ
引
き
返
し
ま
し
た
。

我
が
家
と
隣
家
は
焼
夷
弾
の
直

撃
で
一
旦
は
燃
え
上
が
り
ま
し

た
が
、
父
ら
警
防
団
員
の
必
死

の
消
火
活
動
で
、
辛か

ろ

う
じ
て
消

し
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 金曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内


